
 

 

水道１００周年・下水道５０周年記念事業の実施に係る基本方針について 

 
１ 経緯 

・ 大正 １（1912）年 水道敷設事業認可，翌年度より敷設工事開始 

・ 大正 ５（1916）年 今市浄水場より給水開始（３月） 

・ 昭和３２（1957）年 公共下水道事業認可取得，同年管渠布設事業開始 

・ 昭和４０（1965）年 田川処理場（現下河原水再生センター）で処理開始（８月） 

・ 平成１６（2004）年 上下水道事業一元化，上下水道局発足 
・ 平成２７（2015）年 下水処理開始５０周年（８月） 

・ 平成２８（2016）年 水道通水開始１００周年（３月） 

  

２ これまでの周年記念事業の状況 

（１）水道 

  ①通水７０周年記念事業（昭和６１年） 

   今市浄水場旧管理棟の保存と管理棟の新築を実施したほか，災害対策用缶詰水や記念誌の作成，

水道週間ビッグイベント（施設めぐり，ミス宇都宮によるキャンペーンなど）を実施した。 

  ②通水８０周年記念事業（平成８年） 

   戸祭配水場高架水槽通水式のほか，施設見学会・施設一日開放，街頭ＰＲ・一日水道局長等のイ

ベントを実施した。 

  ③通水９０周年記念事業（平成１８年） 

   記念式典の開催のほか，９０周年記念ラベルの水道水ペットボトル・写真等パネル・懸垂幕等の

作成，創設当時の施設見学ツアーなどを実施した。 

（２）下水道 

  該当なし 
 
３ 基本方針 

（１）事業の目的と取組方針 

・ 水道については通水１００周年という大きな節目を迎えるものであり，また，下水道については

初めての周年事業の実施となることから，これまでのあゆみを振り返りながら，お客様に上下水道

に対する理解と関心を深めていただき，上下水道を後世に引き継ぐことを目的とした事業とする。 
・ 上下水道事業を取り巻く環境から，記念事業としての新規取組は可能な限り簡素な形で実施する

こととし，イベント等については，既存の取組を活用する形で開催する。 
（２）記念事業のイメージ 

 ・ 大まかには，以下の３分野で事業を推進する。 
① 記念式典の開催（例：上下水道事業関係者や一般のお客様を対象とした式典の実施） 
② 記念誌等の発行（例：上下水道事業のあゆみをまとめた書籍やＤＶＤの作成） 
③ 関連イベントの開催・記念グッズの作成 
（例：創設時の施設見学ツアーの実施や記念事業キャッチフレーズを記載した文具等の作成） 

（３）全体スケジュール 

 ・ 平成２６年度及び２７年度上半期を，記念事業実施に向けた検討・準備期間と位置づけ，事業の

詳細検討や実施に向けた準備等を実施する。 
・ 平成２７年度下半期から関連イベントを開始し，市制１２０周年記念事業と連携して，平成２８

年度の第１四半期に記念式典を開催するとともに，記念誌の刊行や各種記念品の配布等を行う。 

資料４


